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 * http://www.toyo.co.jp/spirent 

 * http://www.nclc.co.jp/products/sdn/pica8 

 

[米国スパイレント・コミュンケーションズ社 (Spirent Communications)について] 

スパイレント・コミュニケーションズ社は、研究開発ラボや通信事業者、通信機器製造会社、一般企業の IT 部

門などで使用されるテスト機器の製造販売やコンサルティングサービスを行う業界のリーダ企業です。同社

のソリューションによって 40/100 ギガビットイーサネットなどの有線から無線、衛星通信に至るまで、あらゆ

るお客様の QoE(Quality of Experience)を高めることができます。東陽テクニカは同社の日本国内における総

代理店です。 

 

[Spirent TestCenter について] 

Spirent TestCenter は、スパイレント・コミュニケーションズ社が提供する業界標準の IP パフォーマンステス

タです。全ストリームのリアルタイム/ハイパフォーマンス QoS(Quality of Service)/QoE 解析やルーティング/

アクセスプロトコルエミュレーション、サーバ仮想化、そして SDN まで様々なテストケースに対応します。 

 

［株式会社東陽テクニカについて］ 

東陽テクニカは昭和 28 年の設立より「技術と情報」をキーワードに、最先端の「測るツール」を主として欧米

の電子計測器メーカより輸入し、日本の技術発展に寄与することを使命として、日本の研究者・開発者に提

供してきました。「電子技術センター」における修理、校正、技術サポートや自社製品の開発、「テクノロジー

インターフェースセンター」で行うお客様向けの各種セミナー・トレーニングなどの取組みは、400 人を超える

全従業員の 8 割を占めるエンジニアの技術力に裏付けられています。東陽テクニカはこれからも、「テクノロ

ジーインターフェース」の使命を果たすべく努力してまいります。東陽テクニカに関する詳細は、

[ http://www.toyo.co.jp ] をご覧ください。  

 

［エヌ･シー･エル･コミュニケーション株式会社について］ 

エヌ・シー・エル・コミュニケーション（略称 NCLC）は、海外 IT 製品の輸入・販売・保守ならびにプロダクトイン

テグレーションを行う IT の専門家集団です。1986 年に設立し、ネットワーク、セキュリティ、ストレージ、CRM

を中心として、先進的かつユニークな製品・ソリューションを拡充しており、 時代の潮流を見据えて、積極的

に事業領域を拡大しています。NCLC に関する詳細は、［ http://www.nclc.co.jp ］をご覧ください。 

 

 

スパイレント・コミュニケーションズ社製品に関するお問合せは下記までお願いします。 

株式会社 東陽テクニカ 情報通信システム営業部 

Tel:03-3279-0771 Fax:03-3246-0645 e-mail：spirent-web@toyo.co.jp 

 

また、当社に関するご質問は下記までお願いします。 

株式会社 東陽テクニカ経営企画室 

Tel:03-3279-0771 Fax:03-3246-0645 e-mail：kikaku@toyo.co.jp 

 

＊記載されている会社名、製品名は、各社の商標、もしくは登録商標です。  

＊記載の商品名、価格及び担当部署、担当者、Web サイトの URL などは、本リリース発表時点のものです。 


